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春の墨田区交通安全運動 

実 施 計 画  
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 墨田区交通安全対策協議会 
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墨田区都市整備部（１／２） 

実  施  事  項 内           容 

１ 会議の開催 

 

 

 

 

２ 広報活動 

 

 

 

 

 

 

３ 交通安全意識の普

及啓発 

 

 

 

 

４ 交通安全施設等の点

検及び整備 

 

 

 

 

 

５ 道路損傷箇所の点

検及び補修 

 

 

 

６ 道路上工事現場の点

検及び指導監督 

 

７ 道路損傷箇所の点検

及び補修指導 

 

８ 道路占用工事現場の

点検及び指導監督 

（１）３月上旬に墨田区交通安全対策協議会幹事会を書面開催し、令和４年春の墨

田区交通安全運動実施要領、同実施計画を審議する。 

（２）３月中旬に墨田区交通安全対策協議会を書面開催し、令和４年春の墨田区交

通安全運動実施要領、同実施計画を審議、決定する。 

 

（１）町会・自治会、保育園、幼稚園、小・中学校、区の施設等に対して交通安全

運動ポスターを配付し運動を周知する。 

（２）区役所庁舎に「交通安全運動実施中」の懸垂幕を掲出するほか、区広報車、

青色防犯パトロールカーにより街頭宣伝活動を実施する。 

（３）墨田区ホームページ、区報、ケーブルＴＶ等を活用した広報活動を実施する。 

 

 

（１）４年生に反射材付き広角リストバンドを配付する。 

（２）警察署と連携して自転車・二輪車の利用者に対して、路上放置撲滅、自転車

の安全利用及び配達員の交通マナーについての啓発活動を行う。 

（３）自転車乗車時のヘルメット着用・自転車の損害賠償保険加入の啓発活動を行

う。 

 

（１）標識の損傷の有無及び汚れ状況の確認 

（２）ガードレールの損傷の有無及び汚れ状況の確認 

（３）反射鏡の損傷の有無及び汚れ状況の確認 

（４）交差点付近の視距を遮る物の有無 

（５）（１）～（４）を点検後、必要により整備を行う。 

  墨田区管内 4 月 6 日（水）～4月 15日（金） 

 

危険箇所の点検と危険防止の措置 

（１）道路のパトロール・点検（歩道の落込・陥没、縁石・側溝・桝蓋等の破損） 

（２）（１）の点検後、損傷箇所の補修を行う。 

 墨田区管内 4 月 6 日（水）～4 月 15 日（金） 

 

（１）交通事故防止のための保安対策 

（２）現場内の資機材等の整理・整頓 

 

沿道工事及び建築工事等に伴う道路損傷について点検を強化し、適正施工を点検 

墨田区管内 ４月６日（水）～４月１５日（金） 

 

占用工事現場の埋戻し、覆工等の適正施工について指導を強化する。 

  墨田区管内 ４月５日（火）及び４月１２日（火） 
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墨田区都市整備部（２／２） 

実  施  事  項 内           容 

９ 道路不正使用の是正

指導及び違法掲出広告

物の除去 

 

 

 

 

 

 

10  職員に対する啓発・

周知 

 

 

（１）道路上における商品置場・足場・自動販売機等の適正使用を指導する。 

（２）道路上に不法掲出されている看板を除去し、道路の美化及び交通の安全を図

る。 

  ア 道路不正使用の是正取締 

４月１１日（月） 墨田区南部地域      

イ 違法掲出広告物の除去取締 

４月８日（金）  墨田区南部地域 

４月１１日（月） 墨田区北部地域    

   

区職員に対して、文書により交通安全運動の周知と交通安全マナーの普及を図

る。 
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墨田区企画経営室（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 墨田区のお知らせ

による啓発 

 

 

 

２ ケーブルＴＶの区

政情報提供番組等に

よる啓発 

 

 

 

 

 

 墨田区のお知らせ「すみだ」４月１日号に、４月６日（水）から４月１５日（金）

にかけて実施される春の交通安全運動の記事を２面または３面に掲載する予定で

ある。 

 

  

 区民への交通安全意識の啓発を､ケーブルＴＶの区政情報提供番組の「区からの

お知らせ」としてキャスターから情報提供を行う予定である。 

放送週 ：４月第１週（４月３日～４月９日）   

再放送週：４月第２週（４月１０日～４月１６日） 
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墨田区地域力支援部（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

交通安全教室の実施コ

ミュニティ会館３館 

 

来館者、学童クラブ利用者等に対して、交通安全教室等啓発の機会を設ける。 

（１）梅若橋コミュニティ会館 

   ア 日 時 ５月上旬 

   イ 内 容 交通安全に関するクイズ 

   ウ 対 象 小学生 

 

（２）東駒形コミュニティ会館 

ア 日 時 ４月中旬 

   イ 内 容 交通安全教育ビデオの視聴 

   ウ 対 象 小学生低学年 

 

（３）横川コミュニティ会館 

ア 日時 ４月下旬 

イ 内容 交通安全に関するクイズ 

ウ 対象 小学生低学年 
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墨田区福祉保健部（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 交通安全教育の啓発

推進 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 老人クラブとの協働

による地域の高齢者の

交通安全運動及び啓発

の推進 

 

 

 

 

（１）すみだふれあいセンター福祉作業所 

ア 朝礼時及び終業時に交通安全運動の趣旨や、通所に際しての注意すべき交

通ルールを、利用者に呼びかける。 

イ 各保護者に対して通所時の事故防止について協力を呼びかける。 

（２）すみだ障害者就労支援総合センター 

 就労移行支援施設の利用者へ、事業等実施委託業者を通じて交通安全運動の

実施を周知するとともに、交通に関して注意する事項や守るべきルール等を利

用者と再確認する。 

（３）高齢運転者に対する周知活動 

   東京都高齢者安全運転支援装置設置補助制度や、運転免許証自主返納及び運

転経歴証明書申請の手続きの案内チラシを窓口に設置し、高齢運転者に制度等

の周知を行う。 

 

（１）墨田区老人クラブ連合会や各老人クラブに対して、交通安全の集いや自転車

講習会などの高齢者向け交通安全運動への参加及び協力を推奨し、地域の高齢

者自らが当該行事に関わることにより交通安全に対する意識を向上させ、地域

での高齢者の交通事故防止を図る。 

（２）墨田区老人クラブ連合会や各老人クラブに対して、加齢等に伴う身体機能の

変化が交通行動に及ぼす影響などを啓発するとともに、運転免許証の自主返納

を呼びかけ、高齢運転者の交通事故防止を図る。 
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墨田区子ども・子育て支援部（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 交通安全運動と交

通安全教室 

（区立認定こども園２

園及び区立保育園２

３園） 

 

 

 

 

２ 交通安全運動のＰＲ 

 （区立児童館１１館） 

 

 

 

 

 

 

 

（１）保育園から園児の保護者へ配付する「保育園だより」に交通安全運動の趣旨

を掲載し、本運動の普及・啓発を図る。 

    ※ 対 象  ２５園 約２，５００世帯 

（２）保育園の園庭、ホール、交通公園等を利用した交通安全教室を実施し､園児

の交通安全に対する知識の普及、実践に努める。 

    ※ 対 象  ２４園 ３・４・５歳児 約１，６００名 

     （拠点方式と単独園方式で実施） 

（３）保育園の散歩方法について、警察署へ園児及び職員に対する指導を要請する。 

 

（１）児童館から、利用者及び区民（町会、学校等）へ配布している「児童館の行

事のお知らせ」に、交通安全の標語、運動の趣旨について掲載する。 

（２）児童館の掲示板にポスターを掲示する。 

（３）来館者、学童クラブ利用児童に対して、交通安全に関するビデオ上映会を実

施する。 

（４）館内放送で利用者に交通安全を呼びかける。 

（５）学童クラブ利用児童に「交通安全のお話し」をする。 
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墨田区都市計画部危機管理担当（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 情報配信 

 

２ パトロール 

 

 

 

 

 

３ 関係機関との連携 

 

 

 

４ その他 

 すみだ安全安心メールにおいて、交通安全を呼びかける情報を配信する。 

 

 青色防犯パトロールカーによる警戒を強化する。 

  当該車については、毎日２台が区内を巡回(時間帯：１台は午前９時～午後５

時、他の１台は午後５時～午前２時)し、防犯や交通安全の見守り活動等を実施

している。交通安全運動期間中においては、車搭載スピーカーによる交通安全啓

発を行うとともに、下校時の児童・生徒の通学路の安全確認に一層配慮する。 

 

警察署等との連携を図る。 

  青色防犯パトロールカーは毎日警察署（本所署・向島署）と、交通安全に係る

最新情報等を共有した上で、巡回パトロールを実施する。 

 

「（仮称）墨田区歩きスマホによる事故等の防止対策の推進に関する条例」制定 

後は、必要に応じて各種媒体を活用して周知を図る。 
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墨田区教育委員会事務局（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 広報活動の推進 

 

 

２ 交通安全教育・指導

推進 

 

 

３ 各学校実施事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

会議の開催 

  校長会等において、交通安全運動の推進について周知徹底を図る。 

 

交通安全指導員の派遣 

幼稚園及び小中学校で行う交通安全教室に交通安全指導員を派遣し、交通安全

教育の充実を図る。（通年事業） 

 

（１）交通安全講話 朝礼等集会時における全校児童・生徒を対象とした 

指導 

（２）学級での指導 学級単位の指導 

（３）交通安全教室 警察署・交通安全指導員等による実地の指導 

（４）自転車教室 点検・整備・乗り方・免許証の交付 

（５）通学路の安全点検 

（６）登下校時（幼稚園含む）の指導・パトロール 

（７）ポスター・標語の作成、掲出・校内放送によるＰＲ 

（８）街頭での啓発活動 

 

「子ども学校安全ボランティア」の募集 

  登下校時の児童の安全への取組みを更に充実するため、登下校時のパトロール

や見守り活動、あいさつ運動等について、保護者を含めた多くの区民の協力を得

るため、学校単位でボランティアを募集している。 
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墨田まちづくり公社（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 職員への周知 

 

 

２ 集会所等利用者へ

の周知 

（１）事務室内にポスターを掲示する。 

（２）墨田区交通安全運動実施要領を職員へ回覧し、交通安全マナーの普及を図る。 

 

 区内集会所及びコミュニティサロンにポスターを掲示する。 
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 警視庁本所・向島警察署（１／７） 

実  施  事  項 内           容 

１ 広報啓発活動及び交

通安全教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）警察施設、各町会、事務所、横断歩道等に「全国交通安全運動実施中」の

懸垂幕、立て看板等を掲出して交通安全運動の普及・浸透を図る。 

（２）パトカー、ミニパト等の車載マイク及び交番の広報マイク等を活用した広

報活動を実施する。 

（３）区内の交通事故実態や道路交通環境に即した安全な交通行動を促すことの

できる交通安全教育を推進する。 

（４）新型コロナウイルス感染防止対策を念頭に、テレビ、新聞、ラジオ、自治

体の広報誌（紙）、店舗設置大型ビジョン等、あらゆる情報メディアを活用し、

交通安全啓発動画を放映するなど、区民の心に響く広報啓発活動を推進する。 

（５）運転者に対して、法令上、横断歩道に歩行者がいないことが明らかな場合

を除き、直前で停止可能な速度で進行する義務と、横断歩道における歩行者

優先義務があることの認識を徹底するとともに、歩行者に対して、道路横断

時には、横断歩道を渡る、信号を守るといった基本的な交通ルールを徹底さ

せた上で、車両が来ていないか確認する、車両が止まったことを確認する等

の安全確認の実践を促進する（「横断 ＳＡＦＥＴＹ ＡＣＴＩＯＮ」）。 

（６）薄暮時間帯や夜間帯の交通事故抑止のため、「トワイライト・オン運動」を

推進するとともに、前照灯の上向き点灯（対向車や歩行者がいない状況にお

けるハイビームの活用）についての広報啓発活動を推進する。また、歩行者

に対しては、反射材用品・小型ライトの着用を促進する。 

（７）各種街頭活動を通じて、歩行中・自転車乗用中のながらスマホや妨害運転

など、社会的反響が大きい行為の危険性に関する広報啓発を行い、区民の交

通安全意識を高める。 

（８）二輪車利用者に対して、ホームページ等に公開されている二輪車交通安全

啓発動画を発信して活用するなど、ヘルメットのあごひもの確実な結着や胸

部プロテクターの着用等安全装備の必要性を啓発する。また、右直事故や単

独事故が多いことや速度超過が交通事故につながりやすいといった二輪車交

通事故の特徴等について効果的な広報啓発活動を推進する。 

（９）二輪車利用者の情報交換の場となっている二輪車販売店等に対し、二輪車

の事故情勢や交通安全情報等を提供して、来店する二輪車利用者への安全運

転の呼びかけを依頼するとともに、特に初心者ライダーやリターンライダー

等運転に不慣れな二輪車利用者に対しては、当庁や二輪車団体等が開催する

二輪車実技教室の紹介を依頼するなど、二輪車利用者の特性を踏まえた広報

啓発活動を推進する。 

（10）自転車利用者に対しては、各種警察活動を通じて、自転車は車両との認識

を持たせるとともに、「自転車安全利用五則」を始めとする様々な交通ルール

を遵守させる広報啓発活動を推進する。 

（11）街頭活動時の指導や交通安全教育等においては、自転車の交通事故のうち

約４割以上が出会い頭事故であり、その主な原因となる信号無視と一時不停

止違反が重大交通事故に発展しやすいことを理解させるとともに、自転車利

用者に対して、「赤信号は必ず止まる」「一時停止標識では必ず止まる」とい 
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警視庁本所・向島警察署（２／７） 

実  施  事  項 内           容 

 

 

２ 関係機関・団体等と

の連携の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う２つの「止まる」をキーワードとした交通ルールに焦点を絞った重点的な

広報啓発活動等を推進する。 

（12）自転車を利用する宅配事業者やデリバリーサービスを活用して営業してい

る飲食店等に対しては、交通安全に関する情報発信を行うなど、交通安全の

取組への協力を依頼するとともに、昼間帯や夕食時など自転車配達員が多く

活動する時間帯に絞った街頭指導を実施する。 

 

（１）自治体、学校、交通安全協会、町内会、自治会、自動車運送事業者、鉄道

事業者、交通ボランティア等との連携を強化するとともに、これまで運動に

参加したことのない企業・団体等に対しても参加、協力を要請するなど、運

動の拡大を図る。なお、児童等の安全を確保する「通学路安全運転呼びかけ

隊」等の結成に向けた働きかけのほか、各種モデル企業等の拡大など、既存

の交通安全組織の活性化に配意する。 

（２）運転者に対する横断歩道上における歩行者優先の徹底を図るため、官民が

一体となった歩行者保護意識を高めるための広報啓発活動を積極的に行う。 

（３）運動を推進する中で、東京交通少年団ＢＡＧＳ(バッグス)の活動活性化と認

知度の向上を図るほか、同団への加入促進を図る。 

（４）若い世代の交通安全意識の向上を図るため、学校関係者及び会社経営者へ

の働きかけにより、中学生、高校生、大学生、若手社会人等の交通ボランテ

ィア活動への参加を促進する。 
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警視庁本所・向島警察署（３／７） 

令和４年 春の全国交通安全運動行事予定（警視庁本所警察署） 

No. 日時（曜） 時間 行事名 実施場所 実施内容 

1 3/24（木） 

10：00 

～ 

12：00 

町会長交通部長会議 本所警察署 
全国交通安全運動に向けた協

力要請を実施する。 

2 3/25（金） 

9：00 

～ 

10：30 

幼稚園児に対する交通安全教室 

（都バス合同） 
きんし保育園 

幼稚園児に対し横断歩道の正

しい渡り方等について練習を

実施する。 

3 3/28（月） 

14：00 

～ 

15：00 

高齢者交通事故防止キャンペーン 本所警察署 
高齢者に対し、広報啓発活動を

実施する。 

4 3/30（水） 

14：00 

～ 

15：00 

自転車交通事故防止キャンペーン 
太平一丁目 

交差点 

自転車運転者に対し、広報啓発

活動を実施する。 

5 4/1（金） 

11：00 

～ 

12：00 

本所ハイヤー・タクシー協力会役員

会議 
本所警察署 

全国交通安全運動に向けた協

力要請を実施する。 

6 4/3（日） 

10：30 

～ 

13：00 

本所交通安全キャンペーン 

（京成バス、ＪＡＦ、管内高校合同） 
オリナス錦糸町 

商業施設利用者に対し、広報啓

発活動を実施する。 

7 4/6（水） 

9：30

～ 

9：45 

全国交通安全運動出動式 本所警察署 
全国交通安全運動の出動式を

実施する。 

8 4/6（水） 11：00 入学式交通安全対策 管内１２校 
小学生の保護誘導活動を実施

する。 

9 

 

4/7（木） 

14：00

～ 

15：00 

親子交通安全教室 菊川公園 

公園利用の子どもと保護者に

対し、交通安全教育を実施す

る。 

10 

 

4/8（金） 

8：00 

～ 

9：00 

二輪車ストップ作戦 江東橋交差点 
二輪車運転者に対し、広報啓発

活動を実施する。 

11 

 

4/9（土） 

11：00

～ 

12：00 

親子交通安全教室 錦糸公園 

公園利用の子どもと保護者に

対し、交通安全教育を実施す

る。 
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警視庁本所・向島警察署（４／７） 

No. 日時（曜） 時間 行事名 実施場所 実施内容 

12 

 

4/10（日） 

11：00

～ 

13：00 

本所交通安全キャンペーン 

（管内高校合同） 
オリナス錦糸町 

商業施設利用者に対し、広報啓

発活動を実施する。 

13 

 

4/11（月） 

8：00

～ 

9：00 

トラックストップ作戦 言問橋東交差点 
貨物車運転者に対し、広報啓発

活動を実施する。 

14 

 

4/11（月） 

11：00 

～ 

12：00 

高齢者交通事故防止キャンペーン 

（高齢者交通安全指導員合同） 
中和小前交差点 

高齢者対し、広報啓発活動を実

施する。 

15 

 

4/12（火） 

7：50 

～ 

8：30 

横断歩行者保護誘導活動 

（ライオン株式会社合同） 
両国駅前交差点 

交差点にて保護誘導活動を実

施する。 

16 

 

4/13（水） 

7：50 

～ 

8：30 

横断歩行者保護誘導活動 

（管内高校合同） 

横網町公園前 

交差点 

交差点にて保護誘導活動を実

施する。 

17 

 

4/14（木） 

11：00 

～ 

12：00 

自転車交通安全キャンペーン 
石原三丁目 

交差点 

自転車運転者に対し、広報啓発

活動を実施する。 

18 

 

4/15（金） 

14：00

～ 

15：00 

交通事故死「０」キャンペーン 

（交通安全協会女性部合同） 
ＪＲ錦糸町駅前 

交通安全に対する都民の意識

を高める広報啓発活動を実施

する。 
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警視庁本所・向島警察署（５／７） 

令和４年 春の全国交通安全運動に伴う行事予定（警視庁向島警察署） 

No. 日時（曜） 時間 行事名 実施場所 実施内容 

1 3 月中  
【中止】 

春の交通安全運動事前連絡会議 
 

春の全国交通安全運動の推進

要領の協議等を行う。 

2 3 月中  
【中止】 

向島交通安全のつどい 
 

町会等に参加を呼びかけ、区民

の交通安全意識の高揚を図る。 

3 3/13 （日）  
【中止】 

交通防災キャンペーン 
向島消防署 

交通安全及び防災の意識向上

を図る。 

4 3/14 （月） 

10：00 

～ 

11：00 

企業への交通安全教育 
東武エンジニア

リング 

左記企業に交通安全の講話を

行う。 

5 3/15 （火） 

10：00 

～ 

11：00 

高齢者保護誘導活動 東あずま駅 
駅周辺の高齢横断者に対する

保護誘導活動を行う。 

6 3/17（木） 

10：00 

～ 

11：00 

反射材貼付活動 
オリンピック墨

田文花店 

来店する高齢者に反射材貼付

活動を行う。 

7 3/24（木） 

14：00 

～ 

15：30 

高齢者交通安全教室 
墨田ボランティ

アセンター 

周辺地域の高齢者に対して交

通安全教育を行う。 

8 3/25（金） 

7：30 

～ 

9：00 

管内小学校終業式に対する交通安

全講話 
管内小学校 

児童に対し、春休み中の交通事

故防止を呼び掛ける 

9 3/28 （月） 

15：00 

～ 

16：00 

キャッチ型自転車交通安全実技教

室 
ミツワ交通 

自転車利用者に対する交通安

全の啓発及びミツワ交通敷地

コースで自転車実技教室を行

う。 

10 4/6  （水） 

7：40 

～ 

8：20 

春の全国交通安全運動出動式 

管内一斉街頭配置 

向島警察署 

管内主要交差点 

安全運動初日の出動式を実施

後、一斉街頭配置を行う。 

11 4/6  （木） 

14：00 

～ 

15：00 

二輪車ストップ作戦 四ツ木橋交差点 

ヘルメット装着状況等の確認、

ワンポイント事故防止教育を

行う。 
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警視庁本所・向島警察署（６／７） 

No. 日時（曜） 時間 行事名 実施場所 実施内容 

12 4/7  (木) 

9：35 

～ 

10：20 

小学校一年生に対する交通安全教

育 

第四吾嬬小学

校 
登下校時の注意点を教育する。 

13 4/7 (木) 

14：00 

～ 

15：00 

高齢ドライバー反射神経測定 

平林商店 

（管内ガソリ

ンスタンド） 

高齢者に対し、交通安全教育資

材を使ったアドバイス等を行

う。 

14 4/8 （金） 

10：00 

～ 

11：00 

「STOP！横断歩道！」 
イトーヨーカ

ドー曳舟店前 

横断歩行者及び信号待ちドラ

イバーへの呼び掛けを行う。 

15 4/9 (土) 

10：00 

～ 

11：00 

向島交通安全キャンペーン 
東武曳舟駅東

口前 

駅周辺で啓発グッズの配布及

び踏切事故防止を呼び掛ける。 

16 4/10 （日） 

10：00 

～ 

11：00 

キャッチ型自転車交通安全実技教

室 
ミツワ交通 

自転車利用者に対する交通安

全の啓発及びミツワ交通敷地

コース自転車実技教室を行う。 

17 4/10 （日） 

15：00 

～ 

16：00 

飲酒運転撲滅キャンペーン 
曳舟たから通

り等 

販売店、居酒屋、コンビニに対

するポスター掲示等の啓発を

行う。 

18 4/11 （月） 

7：40 

～ 

8：20 

管内一斉街頭配置 
管内主要交差

点 

管内主要交差点一斉街頭配置

を行う。 

19 4/11 （月） 

9：35 

～ 

12：20 

小学校一年生に対する交通安全教

育 

第三吾嬬小学

校 
登下校時の注意点を教育する。 

20 4/12 （火） 

9：40 

～ 

11：30 

小学校一年生に対する交通安全教

育 
東吾嬬小学校 登下校時の注意点を教育する。 

21 4/12 （火） 

13：30 

～ 

14：30 

歩行シミュレーター体験型交通安

全教室 
向島警察署 

高齢者に対する歩行シミュレ

ーターを使用した交通安全教

育を行う。 

22 4/13 （水） 

16：00 

～ 

17：00 

トワイライト・オン運動 
ゆりのき橋通

り 

ドライバーに早めのライト点

灯の呼び掛けを行う。 

23 4/14 （木） 

9：35 

～ 

11：25 

小学校一年生に対する交通安全教

育 

第一寺島小学

校 
登下校時の注意点を教育する。 
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警視庁本所・向島警察署（７／７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No

. 
日時（曜） 時間 行事名 実施場所 実施内容 

24 4/14 （木） 

10：00 

～ 

11：00 

反射材貼付活動 
オリンピック

墨田文花店 

来店する高齢者に反射材貼付

活動を行う。 

25 4/15 （金） 

10：00 

～ 

11：00 

トラックストップ作戦 丸八通り 
車両内の環境整備や適度な休

憩の励行等の呼び掛けを行う。 

26 5 月中  
【検討中】 

向島交通少年団卒入団式 
向島警察署  

27 5 月中  
【検討中】 

向島自転車交通安全キャンペーン 
  

28 6 月下旬  
春の全国交通安全運動終了に伴う

表彰式 

すみだ学習セ

ンター 
 



                      17                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

東京消防庁本所・向島消防署（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 広報活動の推進 

 

 

 

 

２ 安全教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

３ 安全運転管理 

（１）消防署及び出張所に立看板・ポスターを掲出し、交通安全意識の高揚を図 

る。 

（２）都民指導への機会を活用することで、本運動の重点を周知徹底し、広報・ 

啓発活動を推進する。 

 

（１）基本に忠実な操作技能の指導育成を実施する。 

（２）ドライブレコーダーによる交差点の通過要領等における振り返り訓練を実施

し、乗車員全員の安全運行へ対する意識の高揚を図る。 

（３）「緊急走行時の交通事故防止の１０則」の確認を実施し、緊急走行時におけ

る交通事故防止を図る。 

（４）管内交通危険箇所における現地確認の徹底を図る。 

（５）車両諸元性能を確実に把握させ安全運行の徹底を図る。 

 

（１）消防車両等の点検整備の徹底を図り、安全運行管理を推進する。 

（２）車両運行前には必ず車両周囲を一巡し、乗車員全員が安全確認を実施後に運

行することを周知徹底する。 

（３）災害出場及び車両出向時には、運転者及び同乗車員全員によるコメンタリー

ドライブに努め、事故の未然防止を図る。 

（４）業務遂行時に自転車を利用する場合は、ヘルメット等の着用及び法令を順守

させるとともに、車両運行時において、自転車等に対する事故防止の徹底を図

る。 

（５）交差点通過時における通過要領及び危険箇所等の把握に努め、安全運転に対

しての意識を高める。 

（６）労務管理（疲労軽減）のため、救急自動車運転者の交替乗車を推進する。 

（７）危険予測を行い、未就学児等の急な飛び出し等に対しての事前対応を図る。 
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国土交通省東京国道事務所（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 交通安全施設等の点

検と整備 

 

 

 

２ 道路の適正な利用

の徹底 

 

 

 

３ 交通安全意識の高揚 

 

（１）歩行者、自転車利用者の視点から、歩道や立体横断施設等を総合的に点検し、

必要な措置を講じる。 

（２）車両の交通事故を防止するために、防護柵、視線誘導標、道路照明、道路標

識等の交通安全施設を総合的に点検し、必要な措置を講じる。 

 

（１）道路、特に歩道上の看板、商品及び自転車の放置等について、道路パトロー

ルを実施し、道路の適正な利用の徹底を図る。 

（２）道路上、または道路に接した場所における建設工事に起因する交通事故防止

を図るため、道路パトロールを強化し、必要な措置を講じる。 

 

 ポスター、チラシ、道路情報板等により、道路利用者等に交通安全意識の高揚を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



                      19                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

東京都第五建設事務所（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 交通安全施設等の 

点検整備 

 

 

 

 

 

 

２ 道路使用の適正化 

 

 

 

 

（１）歩行者、自転車利用者、特に子ども、高齢者及び障害者の交通の安全を確保

するため、交通安全施設等を総合的に点検し、必要な措置を講ずる。 

   点検項目 － 誘導用ブロック、歩道の段差、区画線、路面の状況 

          道路照明など 

（２）車両の交通事故を防止するため、見通しの悪い道路における交通安全施設等

を点検し、必要な措置を講ずる。 

   点検項目 － 防護柵、道路標識、道路反射鏡など 

 

道路、特に歩道上の看板、商品等による不法占用、あるいは道路交通の障害にな

っている放置自転車等に対し、地元関係者の協力及び関係機関との連携を図り、道

路パトロールを強化すること等により、道路の不適正な利用の是正を図る。 
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東京都交通局江東自動車営業所（１／２） 

実  施  事  項 内           容 

１ 会議の開催 

 

 

 

 

 

 

２ 教育活動 

 

 

 

 

 

 

３ 安全運動の励行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 広報活動 

 

 

（１）交通局全体会議 

   交通局自動車部が主催する安全対策会議及び運行管理者会議に出席し、全国

交通安全運動の主旨や実施事項について確認する。 

（２）営業所会議 

   所長を総括責任者とする「事故防止委員会」を開催し、交通安全運動推進体

制を確立し、本運動の主旨徹底及び実施事項について検討する。 

 

（１）運転者講習会 

   本所警察署から講師を招き、全国交通安全運動の周知を図る。 

（２）所内 

ア 事故防止委員会において検討された具体的内容の周知徹底を図る。 

イ 車両整備管理者による車両点検の指導教育を行う。 

ウ 旅客輸送の安全確保のため、乗務員全員に安全研修を実施する。 

 

（１）点呼の指導強化 

  ア 重点項目を設定し、個別に乗務員に対する注意喚起を行う。 

  イ 健康管理に起因する事故撲滅のための聞き取りを確実に行う。 

  ウ 服装の整正、お客様への親切丁寧な対応について指導する。 

  エ 終業点呼時に勤務前日の飲酒禁止を徹底するように指導する。 

（２）添乗指導の強化 

  ア 運転操作、マイク活用を中心に添乗調査を実施する。 

  イ 添乗調査結果をもとに、個別指導を実施し、安全運行及びお客様サービス

のレベル向上を図る。 

（３）街頭指導の強化 

    錦糸町駅等において、関係職員による街頭指導を強化する。 

  〔確認事項〕 

 ア マイクの積極的活用（特に高齢者の転倒防止） 

  イ 起終点における車内点検の実施 

  ウ 服装の整正 

（４）テロ対策の強化 

  ア 「車内点検の確実な実施」を重点項目に掲げ、不審物を見逃さない体制を

取る。 

  イ 終業点呼時に車内点検実施状況の確認を行う。 

 

（１）看板の掲出（庁舎内外、発車場） 

（２）横断幕の掲出（庁舎外側） 

（３）所内での掲示（自転車、二輪車乗りの事故防止に関すること。） 
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東京都交通局江東自動車営業所（２／２） 

実  施  事  項 内           容 

５ 職員に対する自家用

車に関する安全教育 

 

（１）道路交通法の遵守 

  ア シートベルトの完全着用 

  イ 飲酒運転、酒気帯び運転の禁止 

  ウ 運転中の携帯電話の使用禁止を徹底 

（２）公共交通機関従事者としての模範的運転 
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京成バス株式会社奥戸営業所（１／２） 

実  施  事  項 内           容 

１ 会議の開催 

 

 

 

 

 

２ 重点項目 

 

 

 

 

 

３ 実施項目 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実施細目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）毎月開催している営業所長会議及び次長会議の中で、春の交通安全運動の主

旨及び実施細目等の周知を実施する。 

（２）営業所内において毎月「第一金曜日」に事故防止対策会議及び職員会議を開

催し、その中で交通安全運動に伴う主旨・実施細目について説明し、期間前に

運行管理者から乗務員へ周知し、運動期間に取り組むよう周知を図る。 

     

（１）子供を始めとする歩行者の安全の確保  

（２）歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上 

（３）自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保 

（４）二輪車の交通事故防止 

（５）交差点右左折時の実践要領の実施（当社）  

 

（１）子供と高齢者の動向把握と予測運転による歩行者の安全確保についての周 

知徹底を図る。 

（２）歩行者妨害運転について再教育と禁酒の啓発 

（３）家族と自転車の利用方法や事故防止について話し合い自転車ルール徹底を 

図る。 

（４）二輪車の動向を把握した防衛運転を再徹底する。 

（５）交差点右左折時の指導の強化 

 

（１）子供と高齢者の行動特性を理解し、子供・高齢者に対し、プロドライバーと

して常に危険予測を行い、子供・高齢者から目を離さない。また、アイコンタ

クトをテーマに、歩行者と交差点付近では、目をあわせることでお互いの存在

を確認し、その上で子供や高齢者を優先させることで安全を確保し、学校周辺

や公園付近を走行する際、子供の飛び出しを予測し速度を下げた運転を行う。 

（２）横断歩道近くで歩行者・自転車を発見した場合には、必ず横断歩道手前で停

車し、横断を妨げる様な危険行為に対する取り締まりの強化について周知し、

事故防止へ必ず優先させる運転の実践を徹底させる。 

   また飲酒に対し、翌日勤務がある場合には、飲酒しない事を退勤者に対し点

呼で啓発し抑止を図る。 

（３）自転車利用に関して、家族団らんの場での話題として話し合い、家族から意

識を変えていく取り組みを行う 

  ・自転車通行帯利用について 

  ・ながらスマホで自転車に乗り、歩行者と衝突や衝突し転倒が原因での死亡事

故や高齢者との重傷事故を例に挙げ正しい利用方法を理解する。 

  ・万一に備えた自転車損害賠償保険への推奨など乗務員が自宅で家族と話し合

い、自転車利用時の安全意識を高める。 
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京成バス株式会社奥戸営業所 （２／２） 

実  施  事  項 内           容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 社内行事 

 

 

 

 

 

 

  

 

（４）二輪車の強引な右左折時のすり抜け、無理な追い抜きに対し周囲を常に注意

し左右の安全確認を行い、二輪車を発見した時は、徐行など一時的に速度を下

げ、動向に注意し、右左折前は、必ず巻き込み確認を徹底し、強引な内側のす

り抜けによる事故を防止していく。また、自転車通行帯がある幹線道路を走行

する場合に幅員が狭まることから、より自転車事故防止三原則を徹底し事故を

未然に防ぐ防衛運転が必要であることを理解させる。 

（５）交差点右左折時の実践要領を運動期間前に乗務員へ再教育し、交差点事故防

止を図る。また、実践度を確認するため、運行管理者を含め街頭指導を期間中

強化し、主要交差点に限定せず、ランダムに交差点付近での指導を行い、必要

に応じた個別指導を行い期間中の事故防止に向け営業所全体で取り組む。 

 

（１）経営トップによる出先施設及び各ターミナル巡視の実施 

（２）本社及び営業所による日常点検査察・早朝点呼査察の実施 

（３）本社及び営業所による主要交差点での安全活動の実施 

※墨田区押上駅前交差点において安全活動を実施 

（４）無線を活用した「交通安全運動実施中」についての啓発活動を実施 
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東日本旅客鉄道株式会社両国駅（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 広報活動の推進 

 

 

２ 社員に対しての事故

防止対策 

 

 

 

 

 

３ 旅客死傷事故防止 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他の取組み 

 

 

（１）放送等による駅構内におけるＰＲ活動の実施（終日） 

（２）掲示等によるお客さまへの啓発活動の推進 

 

（１）点呼等を活用した社員指導（自動車・自転車事故の防止） 

酒気帯び・薬物使用運転禁止、横断歩道手前での減速義務、歩行者保護の徹

底、スマホ使用等の危険性の周知、交通ルールの遵守、交通マナーの実践等 

（２）自転車の交通ルール・マナーの徹底 

   二人乗り、傘さし、走行中のスマートフォンや音楽プレイヤー使用禁止、道

路逆走及び歩道走行禁止の徹底 

 

（１）通勤ラッシュ時間帯を中心に歩きスマホ、駆け込み乗車禁止の放送等による

啓発活動 

（２）ポスターの掲出（「線路内の落し物は駅社員が対応」「歩きスマホによる人と

の衝突や線路内転落」「黄色い点字ブロックの内側を歩こう」等） 

（３）視覚障害者への積極的な声かけ及び盲人ブロックの点検整備 

（４）列車進入及び進出時の安全確認の徹底 

 

 

千葉支社の指示文書に基づき実施する。 
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東日本旅客鉄道株式会社錦糸町駅（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 広報活動の推進 

 

 

 

 

２ 社員に法令遵守を周

知し、事故防止に取り

組む 

 

 

 

 

３ お客さまの傷害事故

等防止 

 

 

 

 

 

 

４ その他の取り組み 

 

 

 

 

 

 既存の設備等を活用したＰＲを行い、お客さまへの理解を深める。 

（１）改札口付近のお客さまの目に付く場所に、ポスター等を掲出し、本運動の周

知を図るとともに事故防止への協力を得る。 

（２）駅での放送案内により、交通事故防止を呼びかける。 

 

 点呼等を活用し、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を周知するととも

に、交通事故を防止する対策に取り組んでいく。 

（１）酒気帯び・薬物使用運転禁止、運転免許証携帯の確認、交通ルールの遵守 

（２）シートベルト（後部座席含む）の正しい着用 

（３）夕暮れ時における車両ライトの早め点灯の徹底 

（４）自転車の交通ルール・マナーの徹底 

  

お客さまの転落、触車による傷害事故を防止する取組みとして、お客さまへ呼び

かけを実施する。 

（１）早め出場を励行し、お客さまの転落、触車による傷害事故防止に努める。 

（２）歩きスマホ及び駆け込み乗車禁止を呼びかけ、お客さまの協力を得る。 

（３）夜間帯におけるホーム上の安全確認 

（４）通路の段差や傾斜及び勾配の点検整備 

（５）誘導ブロックの点検整備 

 

 千葉支社の指示文書に基づき実施する。 
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  東武鉄道株式会社とうきょうスカイツリー駅（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 会議の開催 

 

２ 交通安全意識の高揚 

 

 

 

 

 

 

 

３ 踏切道安全通行の啓 

発  

 

４ 踏切道環境の整備 

 

 

 

５ 旅客負傷事故防止 

 

 

 

 

 

６ 線路内立入りと歩行

の取締り 

 

 

７ 放送案内の強化 

 

８ 職員の自家用車等に

よる事故防止 

 

 

 

管理者会議を開催し、実施計画を検討する。 

 

（１）交通安全運動実施要領を駅報で発行し、掲示板に掲出すると共に引継簿を活

用し、社員に対して交通安全運動の主旨を周知徹底する。 

（２）社員に対して点呼等で交通安全意識の高揚を図る。 

（３）交通安全運動期間中に駅構内に立看板を掲出し、旅客に交通安全運動期間中

であることを周知する。 

（４）弊社作成の冊子を沿線関係警察署に配付し、踏切巡回やパトロールについて

の助言及び指導を頂き、事故防止の強化に取り組む。 

 

交通ルールについてのＰＲを踏切道で行い、自転車、歩行者に対する交通指 

導を行う。 

 

踏切道保安設備、標識等の点検整備を行う。 

 ※整備済みの設備 

  防犯カメラの設置、踏切の歩車道を別色で塗装 

 

（１）列車の進入及び進出時は旅客の状況に注意して、転落、触車等による負傷事

故の防止に努める。 

（２）旅客の駆け込み乗車に注意して負傷事故の防止に努める。 

（３）酔客の行動に注意し、ホームでは状況によって酔客をホーム中程に誘導して

事故防止に努める。 

 

構内巡回の際は、電車留置線内に公衆の立入りがないかどうか注意する。 

 ※現在、防犯カメラについては、とうきょうスカイツリー駅周辺高架化工事に伴

い、工事期間中は一時撤去している。 

   

駅構内の放送設備や旅客用案内表示器を活用し、事故防止と交通安全運動のＰＲ

を行う。 

 

交通ルールの遵守と防衛運転の励行を駅報及び点呼等で周知する。 
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京成電鉄株式会社押上駅（１／１） 

実  施  事  項 内           容 

１ 交通安全に対する 

 意識高揚 

 

 

２ 踏切事故防止 

 

 

 

 

 

３ 旅客負傷事故の防止 

 

 

 

 

 

４ 列車事故の防止 

 

 

５ 広報活動 

 

 

 

 

 

 

６ 職員に対する交通ル

ール厳守 

 

 

（１）点呼時において墨田区交通安全運動の趣旨徹底を図るため、運輸部報 

及び交通法規の遵守を徹底する。 

（２）各マニュアルを再確認し、不安全箇所の発見に努める。 

 

（１）全踏切道を点検し、不良箇所の補修及び改善に努める。 

（２）踏切道の巡回に努め、不安全行動者に対し、注意を促す。 

（３）踏切道に啓発看板を掲げ、利用者に注意喚起を図る。 

（４）押上第１号踏切道にて、交通ルールの啓発活動を実施し、置石及び投石防止

の注意喚起を図る。 

 

（１）列車に旅客の乗車が完了してから車掌に閉扉合図を送り、扉挟み事故防止に

努める。 

（２）触車事故、軌道転落事故、駆け込み乗車を防止するため、啓発放送を実施す

るほか、案内表示スクロールで注意喚起を促し、協力を図る。 

（３）軌道転落発見時は、列車非常停止装置を動作させ、事故防止に努める。 

 

（１）運転取扱いにおける基本動作の徹底、異常時における安全な運転取扱い（連

動扱いの手順及びマニュアルの再確認）及び運行管理の徹底 

 

（１）駅事務室出入り口等、お客様の見やすい箇所へ「交通安全運動実施中」のポ

スターを掲出する。 

（２）駅、ホーム等に「踏切事故防止」のポスターの掲出 

（３）駅及び列車内にて交通安全運動の啓発放送の実施 

（４）近隣沿線小学校の新入学生に対し、下書きを配布し、置石、悪戯による列車

妨害防止の指導教育を要請する。 

 

点呼、職場巡回時において、交通従事員であることを再認識させ、交通ルールを

遵守するよう周知徹底を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区交通安全対策協議会事務局 

墨 田 区 都 市 整 備 部 

土 木 管 理 課 交 通 安 全 担 当 

〒130-8640 墨田区吾妻橋１－２３－２０ 

ＴＥ Ｌ ５６０８－６２０３ （直通） 

ＦＡＸ ５６０８－６４１０ 

e-mail KANRI@city.sumida.lg.jp 

 


